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第１７回公立大学法人宮城大学教育研究審議会（平成２２年９月定例会） 

開催日時 平成２２年９月２２日（水）１４時３０分～１８時 

開催場所 大和キャンパス本部棟４階 応接会議室 

出 席 者 
馬渡、白石、武田、金子、佐々木、大和田、池戸、桑名、大泉、徳永、山田、三石、千葉、

吉田、蒔苗、梶、本藏、加藤、坂本（２２名中１９名出席） 

欠 席 者 鈴木、西川、真覚 

委 員 以 外

の 出 席 者 
日原、伊藤（知）、小林 

事 務 部 菊田、小山、眞山、辻市、佐々木、諸星 

議事概要  

１ 教育研究審議会議事録について 
（１）第１６回審議会議事録の確認について 
   原案どおり全会一致で承認された。 

（２）第１７回審議会議事録署名人の指名について 

議事録署名人に千葉委員が指名された。 

 

２ 審議事項 

（１）宮城大学内部質保証システム（案）について           資料１ 

   本学では平成２６年度に（財）大学基準協会の認証評価を受ける予定である

が、同協会では、平成２３年度から、大学業務をＰＤＣＡサイクルにより改善

する「内部質保証システム」が機能しているか否かを外部評価する新評価方式

を導入することから、本学においても内部質保証システムを構築する必要があ

ること、本学の内部質保証システム（案）として、「中期計画サイクル」、

「組織評価サイクル」等、１２のサイクルで構成する全体像とすること、ま

た、その中に、本学では、なお明文化されていないアドミッション・ポリシ

ー、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシーを定めて、この３分野で

もＰＤＣＡサイクルを入れることについて学長より説明があった。 

   また、上記３ポリシーについて、宮城大学の３ポリシー案が学長より提示さ

れ、意見があれば次回までに提出すること、各学部・研究科の３ポリシー及び

共通教育のカリキュラム・ポリシーを１０月１８日までに取りまとめるよう説

明があった。 

（２）宮城大学学則の一部改正について                資料２ 

   食産業学部の入学定員及び３年次編入学定員の変更、学外施設での授業の実

施及び博士後期課程の入学資格の変更を内容とする学則の一部改正について、

原案のとおり全会一致で承認され、理事会に諮ることとされた。 

（３）タンペレ応用科学大学との協定について             資料３ 

   「タンペレ応用科学大学と宮城大学間の一般協定」（９月３日締結）、「実

践看護英語演習」の海外実習実施時の協力等を内容としてタンペレ応用科学大

学看護学部と宮城大学看護学部間で締結された「補足協定」（９月３日締結）

が全会一致で承認された。 

（４）地域連携センター専任教員ポストについて            資料４ 

   現在、看護学部の空きポストを利用して任用している地域連携センター専任

教員のポストについて、学長、各学部長及び地域連携センター長が協議した結

果、今後は、３学部で１年毎に空きポストを設けて地域連携センター専任教員
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のポストを維持していくこと、平成２２年度は看護学部としていることから、

平成２３年度は食産業学部が負担し、以後、各学部が順番で負担することで合

意がなされたことが学長より説明され、当該合意について全会一致で承認され

た。 

（５）学生の懲戒等について                     資料５ 

前期の授業において、出席カードの代筆の依頼又は代筆を行った学生の処分 

について、「学部長からの口頭厳重注意」を妥当とする看護学部教授会での審

議結果等が桑名委員から説明され、申出のとおり「学部長による口頭厳重注

意」とすることが全会一致で決定された。 

 

３ 報告事項 

（１）理事長・学長報告 

  ① 第２５・２６・第２７回理事会について           報告資料１

７月２８日に第2５回理事会が開催され、平成２３年度授業料の取扱い、

平成２２年度ベストティーチャー賞等について審議されたこと、８月２５日

に第２６回理事会が開催され、研究取扱規程の一部改正、平成２３年度非常

勤教員人件費割当ての方針等について審議されたこと、８月３０日に第２７

回理事会が開催され、法人事務職員（一般）の採用について決定したことが

報告された。 

② 次期学長選考結果について                 報告資料２ 

   ９月１５日に開催された第４回学長選考会議の結果、西垣克氏が次期学長候

補者として選考された旨、同日、学長選考会議議長から報告があり、同日中に

知事に申し出を行ったことが報告された。 

③ 平成２１年度法人実績評価及び財務諸表・剰余金認定について 報告資料３ 

   平成２１年度の法人の業務実績について、「全体として年度計画をおおむね

順調に実施している」との評価を受けたこと、平成２１年度の財務諸表等及び

剰余金の使途が知事により承認されたことが報告された。 

④ 食産業学研究科博士後期課程設置申請について        報告資料４ 

   文部科学大臣に申請を行った食産業学研究科博士後期課程の設置について、

８月６日に大学設置審議会の審査意見（是正意見２）が伝達され、準備委員会

で検討した結果、申請を取り下げることとされ、８月３０日の理事会において

取下げの決定を行ったことが報告された。 

⑤ テニュア・トラック制への移行について               報告資料５ 

      ９月１日現在のテニュア・トラック制への移行状況について、対象となる教

員１４３中１２３人、８６％が移行を表明していることが報告された。併せ

て、平成２２年度・２３年度の再任審査及びテニュア審査の対象教員について

説明があった 

 ⑥ 剰余金の使途方針について                    報告資料６ 

    教育研究の質の向上等に充てるべく目的積立金として整理することについて知事

の承認を受けた平成２１年度の剰余金約１２１百万円の使途について、約５６百万

円を内部留保資金として積み立て、約６５百万円を平成２２年度補正予算に計上し、

「研究力向上」、「就業力支援」等に充てる方針（案）が大和田委員より説明された

。併せて、当該方針を理事会で決定した後、各学部等に１０月中旬を目処に具体的

な使途案の提出を求める予定である旨、説明があった。 

⑦ ＳＤについて                          報告資料７ 

    ９月１３日に事務部職員４６名が参加してＳＤが開催され、「基調講演」と８グル
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ープに分かれてグループ・ワークが実施されたことが千葉委員より報告された。 

⑧ 教育情報公開及びオープンキャンパスについて          報告資料８ 

    学校教育法施行規則の改正により、平成２３年４月１日から大学が公表すべき教

育情報が規定されたこと、これに伴い公立大学協会では「教育情報公表ガイドライ

ン」を策定したこと、また、７月３１日及び８月１日に開催されたオープンキャン

パスの来場者アンケート集計結果を取りまとめたことが武田委員から報告された。 

⑨ 就職率について                         報告資料９ 

     雑誌等に掲載された大学の就職率ランキングについて、学長から紹介があった。

     また、９月８日現在の内定率について、各社の秋採用が進み、内定率に改善が見

られることが日原キャリア開発室長から説明され、併せて、食産業学部小林学生委

員長から、同学部の就職状況について、農協等、農業関係の団体等は秋採用が多い

こと、公務員試験の結果待ちの学生がいること等について説明があった。 

  ⑩ その他                                

       ・中期計画・年度計画進行管理について             別添資料 

         平成２２年度の年度計画について、上半期の進捗状況を各責任組織でとりまとめ

の上、１０月２９日までに理事長室あて提出するよう指示があった。 

     

（２）教授会審議状況報告 

      看護学部（桑名学部長）                      報告資料１０ 

   ９月８日に第４回教授会を開催し、平成２２年度前期成績判定、学生の懲戒等、

人事に関連し、専門科目に係る領域の再編等ついて審議したことが報告された。 

    事業構想学部（大泉学部長）                   報告資料１１ 

    ９月８日に第５回教授会を開催し、平成２３年度一般選抜学生募集要項、平成 

２２年度前期成績確認等について審議したことが報告された。 

食産業学部（池戸学部長）                     報告資料１2 

   9月8日に第4回教授会を開催し、平成２２年度前期成績確認、平成２２年度後期

科目等履修生の合否判定等について審議したことが報告された。 

看護学研究科（武田研究科長）                   報告資料１３ 

   ９月８日に定例教授会を開催し、平成２２年度前期成績判定、平成２２年度後期

時間割等について審議したことが報告された。 

事業構想学研究科（金子研究科長）                 報告資料１４ 

   ９月８日に第４回教授会を開催し、カリキュラム再編について議論した平成２２

年度ＦＤ報告書、学外で実施する平成２２年度後期特別講義等について審議したこ

とが報告された。 

食産業学研究科（池戸学部長）                   報告資料１５ 

   ９月８日に第４回教授会を開催し、平成２２年度前期成績確認について審議する

とともに、大学院博士課程設置申請の取下げについて報告がなされたことが報告さ

れた。 

 

（３）学内委員会等報告について 

  ①学務入試委員会（武田委員長）                  報告資料１６

    ９月１日に学務入試委員会を開催し、宮城大学学則の一部改正について審議した

   こと、オープンキャンパスアンケートの集計結果、ＦＤ研修会の出席状況、高校訪

   問等について報告がなされたことが報告され、特に、ＦＤ研修会の出席率が全体会

   ９７．２％、共通教育部会９６．５％であり、各学部・研究科部会は９８～１００

   ％であったことが説明された。 
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②学生生活委員会（徳永学生部長）                    報告資料１７

９月１５日に学生生活委員会を開催し、平成２２年度前期授業料の減免について

審議したこと、また、授業料の減免制度に関し、審査基準の改正について検討し、

継続的に審議することとなったことが報告された。 

  ③研究委員会（金子委員長）                   報告資料１８ 

    ７月２８日に研究委員会を開催し、国際学会発表旅費、受託研究申込、共同研究

申込等について審査を行ったことが報告された。特に、国際学会発表旅費について

は、既に予算の９割を審査済みである旨の説明があり、学長より、申請件数次第で

は理事会としても対応する旨の説明があった。 

④共通教育運営委員会                      報告資料１９ 

９月８日に共通教育運営委員会を開催し、平成2３年度非常勤講師報酬・旅費見込

額、山崎教授の後任に係る人事計画等について審議したことが報告された。 

  ⑤総合情報センター運営委員会（山田委員長）           報告資料２０ 

９月１５日に総合情報センター運営委員会を開催し、学生満足度調査への対応策

として学生による図書選定を実施したこと、１０月２０日に図書の第２回学部選定

を実施すること、１０月から１１月にかけて５つのデータベースのトライアルを予

定していること等が報告された。 

  ⑥国際センター運営委員会（三石委員長）             報告資料２１ 

    ７月28日に国際センター運営委員会を開催し、７月２９日に開催された日中食産

業教育研究交流ワークショップ、ロイヤルメルボルン工科大学との第３回合同シン

ポジウム等について報告がなされたことが報告された。また、フィンランド夏期短

期留学について、先方では、短期留学は今年度限りとし、今後は３ヶ月程度の留学

を受け入れる方針を示しており、留学中に修得した単位を本学でどう取扱うかの検

討が必要となる旨、説明があった。 

    また、本日開催された委員会において、ロイヤルメルボルン工科大学からの研究

生受入れ要請、トゥルク応用科学大学からの交流の申入れ等について審議したこと、

中国の大学から事業構想学部との連携について問合せがきていること等が報告され

た。 

⑦地域連携センター運営委員会（西川センター長代理 伊藤教授）   報告資料２２ 

    ８月２日、９月１４日に地域連携センター運営委員会を開催したことが報告され、

特に、南三陸町との連携について、合併5周年記念の式典が予定されている１１月３

日に連携協定の調印式を予定していることが説明された。 

 

 

この議事録は，公立大学法人宮城大学第１７回教育研究審議会議事録である。 

 

 

                   平成２２年１０月２０日 

 

 

    公立大学法人宮城大学教育研究審議会 議 長  馬 渡 尚 憲 

 

 

議事録署名人  千 葉 幸太郎 

 

 

 


